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はじめに

山口大学教育学部の附属学校における赴任期間が近年短くなっており、実践研究の積み重ね、これまで各

附属で蓄積してきた研究や人材育成を図るための研修システム等の継承をどのように行っていくのかという

ことが、喫緊の課題となっている。また、附属学校に赴任する教員の年齢層も下がってきており、ほぼ 35

歳〜 45歳というミドル・リーダー期、スクール・リーダー期の年齢層であった 10〜 15年前と異なり、赴任

２校目、20代半ばで着任する教員も多い。附属学校において自分が専門として任された教科等に関する経験

が少ないがゆえに、先進的・先導的な実践研究、各市町における研修会や校内研修等における指導助言等、

附属学校や附属学校教員が果たすべき役割を担う上で不安や葛藤を抱えることも多いのではないかと考える。

これまで、生活科や総合的な学習の時間が研究教科等になる場合、附属学校に赴任して初めてその教科や

時間について研究するという場合が多く見られた。また、いわゆる「一人教科」ゆえ、前任者やそれ以前の

教員が取り組んできた実践や研究の方向性について把握しづらいという悩みも抱えている。

このような課題から、附属学校の同人や大学教員が、共に研究を推し進めていく同志として、生活科・総

合的な学習の時間のあり方について模索していく必要性を感じた。例えば、各校の研究の独自性は大切にし

つつ、現在勤務している教員の附属学校や公立小学校における経験年数の違いを生かしながら、生活科・総

合的な学習の時間としての今後の研究の方向性や授業づくりの本質等について、意見交換・議論をしながら

共同的に学び合う必要性があるのではないかと考えた。そうすることで、生活科・総合的な学習の時間にお

いて今求められる授業づくりやカリキュラム・マネジメントの方向性が明らかになり、附属学校教員として

求められる資質・能力の向上が図られるとともに、大学教員にとっても、附属学校への貢献のあり方も明ら

かになっていくであろうと考えた。それだけでなく、各校の独自性も明らかになり、附属小学校が２校ある

意味や価値も実感しながら実践研究・共同研究に取り組めるのではないかと考えた。

１．研究の目的と方法

１－１　研究の目的

本研究では、生活科と総合的な学習の時間の授業づくりのあり方について、附属教員と大学教員だけで
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なく、附属同人も交えながら模索していく。そうすることで、附属教員の授業力の向上を図っていくととも

に、大学教員と附属教員の共同のあり方や教育現場への貢献の方向性について探っていくものである。

１－２　研究の方法

本研究では、以下の手順で研究を進め、研究の成果と課題についてまとめていった。

２．附属山口小学校と附属光小学校の生活科・総合的な学習の時間の研究の歩みと研究体制づくり

２－１　出版物や研究会に着目すると

表１は、附属山口小学校と附属光小学校の生活科と総合的な学習の時間に関わる出版物とそれらの出版

年、掲載された事例数等を整理したものである。

表１　附属山口小学校と附属光小学校の生活科・総合的な学習の時間に関わる出版物と出版年等

附属光小学校は、学習指導要領が改訂され、生活科が誕生した平成元年（1989 年）［平成 4 年度（1994

年）から完全実施］に、「一人一人の子どもが生きる生活科・総合活動への招待」を出版している。

また、附属光小学校は、総合的な学習の時間が完全実施される平成 14 年（2002 年）度に向けて、平成 11

年（1999 年）、完全実施された平成 14 年（2002 年）に、総合的な学習の時間が誕生した経緯や地域を学び

の根源とする総合的な学習の時間のカリキュラムづくりや単元づくり等について掲載した書籍 2冊を出版し

ている。これらの書籍には、「環境系」「国際系」「人間系」「情報系」等、子どもが生活している室積の

環境や学校が置かれている状況からどのように単元や授業を創造していったのか、様々な切り口の事例が数

多く掲載されている。しかも、掲載された実践事例集と執筆者数を比べてみると、単発的に授業研究を行っ

たのではなく、一人ひとりの教員が幾つもの実践研究を積み重ねていっていることが分かる。

附属山口小学校は、総合的な学習の時間が完全実施される平成 14 年（2002 年）の前年の平成 13 年（2001

年）に、「確かな力を育む総合学習〜附属山口小のカリキュラムと評価〜」を出版している。研究大会には

多くの公立学校や他大学の附属学校の教員が参加し、授業会場は人であふれていた。

出版物が発行された年からも分かるように、附属光小学校と附属山口小学校の出版物は、平成になって創

設された生活科と総合的な学習の時間が目指すべき方向性とそれを具現化していくための理論と授業づくり

のあり方について提案している。これから新たに公立小学校において学校独自のカリキュラムや単元、授業

を創造する際の手掛かりとなっており、附属学校としての役割を果たしている。しかも、この４冊を見ると

両附属学校の全教員で、新たにできた教科と時間について実践研究していたことが分かる。

それ以降も各校において書籍を出版しているが、他教科等と同様に、生活科と総合的な学習の時間の研究

を担当する教員のみの総合的な学習の時間の授業づくりの理論と実践事例が掲載されるかたちになった。

２－２　日本生活科・総合的な学習教育学会における取組に着目すると

日本生活科・総合的な学習学会の全国大会は、令和元年（2019 年）度で第 28 回目を迎えたが、平成 15

年（2003 年）第 12 回全国大会は山口県萩市で実施された。そして、萩市内の保育園・小学校・中学校にお

いて、公開保育と授業公開、それをもとにした協議会も行われた。この大会には、附属光小学校と附属山口

① 山口大学教育学部附属山口小学校（以下、附属山口小学校）と山口大学教育学部附属光小学校（以下、附属光小

学校）の生活科・総合的な学習の時間の研究の歩み等についての把握

②生活科・総合的な学習の時間で育成を目指している資質・能力の洗い出し

②附属学校教員、大学教員や附属同人をつなぐ研修体制づくり

③実践事例をもとにした授業づくり・単元づくりの吟味
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小学校の全教員がスタッフや事務局として参加した。そのため、附属山口小学校と附属光小学校の教員、大会

に携わる公立学校教員、生活科・総合的な学習の時間について研究している大学教員が山口大学に頻繁に集

まり、勉強会や打ち合わせを行った。附属小学校において生活科・総合的な学習の時間について研究してい

る教員は、事務局をしながら、課題研究発表を行った。

平成 15 年（2003 年）度は、総合的な学習の時間が完全実施となった２年目である。このような時期に全

国大会を引き受けることができたということは、附属小学校２校の生活科・総合的な学習の時間の研究が充

実していただけでなく、山口県の公立学校・園の実践研究にも盛り上がりが見られたということが分かる。

２－３　研究体制づくり

かつて附属光小学校に勤務し、生活科・総合的な学

習の時間の実践研究を行っていた大学教員がいるこ

とを生かし、公立学校において活躍している附属山口

小学校と附属山口小学校の同人も巻き込み研修体制

を整えた。そうすることで、附属小学校の研究が、公

立小学校が抱える課題や求めから乖離することがな

いようにするとともに、各附属学校の研究の持続と深

化を図ることができるようにした。

そして、日本生活科・総合的な学習教育学会顧問で、

生活科・総合的な学習の時間の研究と取組を牽引し続

けている嶋野道宏元文教大学教授を、アドバイザーと

して招聘した。図１は、研修体制を表したものである。

３．生活科・総合的な学習の時間で育成する見方・考え方

平成 29 年度告示の学習指導要領解説において、生活科・総合的な学習の時間で育成する資質・能力につ

いて、どのように表記・説明されているのか、明らかにしていく必要性を感じた。そこで、特に、生活科に

おいては、「思考力・判断力・表現力の基礎」、総合的な学習の時間においては、「思考力・判断力・表現力」

に着目して、表２のように整理していった。

表２　生活科・総合的な学習の時間で育成する資質・能力

４．研修会の実際

４－１　実務家教員である大学教員の役割

研修会では、実践をもとに附属同人や大学教員、アドバイザーで語り合い、生活科と総合的な学習の時間

の本質や授業づくりの方向性等について明らかにしていこうとした。

図２は、研修会において、主にアドバイザーの授業分析についての話を、その場で実務家教員がまとめた

ものである。話を聴覚情報のままにするのではなく、視覚情報に変えることで、話の要点や今後取り組むべ

き方向性等の見える化が図られ、より深い議論につながると考えた。
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このように、アドバイザーの話をより見える化・具体化し、

研修会に参加した附属教員や附属同人と共有化できるものと

して整理することが実務家教員である大学教員の役割の１つ

であると考えた。

４－２　附属小学校の各実践について

４－２－１　生活科（附属山口小：志賀直美教諭）の実践

まず、志賀直美教諭の単元名「ひょうくん、あそびにきて

ね！」（第１学年）の実践発表とそれをもとにした検討を行っ

た。表３はこの単元の指導計画、表４はこの単元の目標と目

指す子どもの姿である。

表３　指導計画

表４　単元の目標と目指す子ども像

目指す子ども像からも分かるように、「よりよい環境を作るために、試行錯誤」する活動の中で、自分一

人だけでなく、学び合う仲間と共に、表１に挙げた具体的に挙げた資質・能力を総動員し、場や状況、課題

等に応じて、使いこなさざるを得なくなるように単元をデザインしている。その単元の学びを通して、子ど

もたちが、「無自覚→自覚化」「ばらばら→関連」「対象→自分自身」（文部科学省、pp76-77、2018a をも

とに整理）という気付きの質を高めていくことができる流れを保障していた。

この実践では、第１学年の発達段階を踏まえるとともに、１年間の子どもの成長していく流れをイメージ

して、表５のようにカリキュラム・マネジメントしている。

表５　１学期のカリキュラム・マネジメント

表５を見ても分かるように、本単元「ひょうくん、あそびにきてね」に向かうまでに、幼稚園での経験や

その中で身に付けてきた資質・能力等を踏まえて、さらなる興味・関心を高める場を設定したり、子どもた

ちが自他の持ち味、興味・関心等を把握し合ったり、自分や自分たちの思いや願いの実現のために、安心し

て試行錯誤を楽しむことができるような学びを展開したりしていることが分かる。

その後に、教師の「ちょうに出会わせたい」という思いや願いをもとにして、ちょうを学習対象として単

元化できるか否か、子どもたちの姿をもとに模索していったのである。表６は、ちょうが誕生した時の子ど

も同士のやりとりと、そのやりとりに対する教師の関わりである。

図２　検討会の内容を整理したボード
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表６　ちょうが誕生した時の子ども同士のやりとりと、それらに対する教師の関わり

表６の下線ア）〜セ）の子どもの発言を「ちょうの立場に立った思いや願いをもとにした発言」と「自分

や自分たちの思いや願いをもとにした発言」の２つに分類すると、表７のようになる。

表７　子どもの発言の分類

教師は、表６にある子どもの話し合いの様子を聞きながら、子どもたちがちょうという対象への思いや願

いを耕してきていることを感じ、ちょうを対象とした単元を創造できる可能性を感じ、教師の出場を探って

いる。そして、「ちょうの気持ちから考えると印をつけるのは嬉しいの？」「ちょうの気持ちから考えると、

名前をつけるのは嬉しいの？」と問いかけた。そうすることで、表６のソ）とタ）のように、「チョウの立

場にたった思いや願い」と「自分たちのチョウに対する思いや願い」の２つの視点から話し合いは対立して

いることを顕在化するとともに、子どもたちが、ちょうの視点に立って話し合いを焦点化できるようにした。

さらに、「何かよい方法はないかな？」と問いかけ、自分たちの思いや願いとの折り合いを付けて、ちょう

にとってよりよい環境を作らないといけないのではないかという気付きを子どもたちがもつことができるよ

うにしていた。子どもの思いや願いに寄り添いながら単元を創造する教師の姿が、この場面から伺われる。

表３から分かるように、環境作りの前に４時間とり、子どもたちが、ちょうについての自分の思いや願い、

ちょうの命や住む環境について着目し、考える時間を保障した指導計画になっている。このような対象につ

いての思いや願いを耕す時間があるからこそ、子どもたちは、主体的に学びに向かい、自分たちの思いや願

いと対象が置かれている現状とを照らし合わせて、ちょうにとってよりよい環境を作っていこうと模索する。

この単元は、主体的に試行錯誤するなかで、子どもたちはこれまで身に付けてきた資質・能力に磨きをかけ

るとともに、新たな資質・能力を身に付けていくためにふさわしいデザインになっている。

子どもたちは、その後、「『ちょうがまた帰ってくる』ような『楽しい』こうえんをつくろう」というめ

あてのもと、「池チーム」「花チーム」等のチームに分かれて、「ちょうのもり」を自分たちの力で作るた
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めに、表２にも挙げた「分析的に考える」「創造的に考える」資質・能力を活用し、試行錯誤していった。

４－２－２　総合的な学習の時間（附属山口小：小林弘典教諭）の実践Ⅰ

次に、小林弘典教諭の単元名「４年２組漁業協同組合」（第４学年）の実践発表とそれをもとにした検討

を行った。表８はこの単元の指導計画、表９はこの単元の目標と目指す子どもの姿である。

表８　指導計画

表９　単元の目標と目指す子ども像

この単元は、川を守るために自分たちにできることを行っていくことをねらっている単元であるが、表８

の指導計画を見ると、第一次において、まず、対象となる川とそこに棲む魚等と関わる時間を十分保障して

いる。川やその環境の中に棲む魚等と関わる活動を通して生まれた思いや願い、疑問等をもとに問いをもた

せ、それをもとに探究する単元デザインとなっている。自然環境や地域を対象とした単元においては、まず、

その環境に浸り（in）、十分に活動できる時間を確保し、その環境について把握して（about）いかないかぎ

り、その環境のために（for）自分にできることを見いだすという流れを生み出すことは難しい。その流れ

を生み出すために、「in」「about」に関わる活動を繰り返し設定し、子どもたちが「for」を実行するために、

表１に挙げた具体的に挙げた資質・能力の中から、課題解決に必要なものを選び、使いこなさざるを得なく

なるように単元をデザインしている。

表９の目指す子ども像の１つめの「川や漁協の方に繰り返し関わり」の部分からも分かるように、「for」

を耕したり、「for」を実現する過程の中で、何度も繰り返し川やそこに棲む魚等と関わったりする場を設定

するだけでなく、自分たちと同様に川の環境をよりよくすることに携わっている多くの人々と関わる場を設

定している。多様な立場や年齢の人々と関わり、ともに（with）環境保全・維持について考える場を設定す

ることで、社会参画のあり方について探究する単元デザインとなっている。

表 10 は、子どもが関わった人々と関わった目的を整理したものである。

表 10　子どもたち関わった人々と関わった目的
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子どもたちは、川の環境をよりよくしたいと思いや願いをもっている。しかし、表 10 の「川をきれいに

するために」という目的の部分の子どもの意識を見ると、「〜を教えてほしい」「〜を知りたい」という言

葉が頻繁に出ている。また、「私たちにもできることがあるのか知りたい」という意識もある。これらは、「自

分たちがする！」という意志レベルではなく、「自分たちでしたい」という思いや願いをもっている段

階の子どもたちの姿である。子どもたちは、「川をきれいにしたい」という思いや願いをもってはいるもの

の、それを推し進めていく術について不安を抱えている状態であり、自分たちで主体的に活動を推し進めて

いくためには、さらなる手立てが必要である。そこで、教師は、これまでの経験だけではどのように実行し

いったらよいのかというような具体的な手立てや実際に大人が行っている活動についての知識が足りないと

判断し、子どもたちにと川の環境の保全や維持に専門的に携わっている人々との出会いを設定している。

子どもたちは、この後、多くの人々との関わりから得た知識や生まれた意志をもとにして、表２にも挙げ

ている生活科の学びにおいても活用してきた「創造的に考える（予想する・予測する・試す・見通す・工夫

する等）」（文部科学省、p.15、2018a）の資質・能力を使いこなして、環境保全・維持のために自分にもで

きることを実践していくために模索していった。

４－２－３　総合的な学習の時間（附属光小：土井裕美教諭）の実践Ⅱ

最後に、土井裕美教諭の単元名「光の海の幸〜光の海を継ぐ人々」（第５学年）の実践発表とそれをもと

にした検討を行った。表３はこの単元の指導計画、表９はこの単元の目標と目指す子どもの姿である。

表 11　指導計画

表 12　単元のねらいと目標

これまでに経験してきた地域を学びの根源として単元の中で得てきた地域に対する認識や育んできた愛着

等をもとにして、この単元では、「食」という視点から地域を捉え直すようにデザインしている。これは、

総合的な学習の時間で育成する資質・能力の中でも、「視点を移動する」「多面的に見る」「多角的に見る」

等を促すものとなっている。また、第二次の地域の現状を探ったり，情報や気付きを整理したりする等の活

動の中で、他教科で身に付けてきた資質・能力とも関連付けて、子どもたちが、それらの資質・能力が総合

的な学習の時間の学びを深めていくために活用できる

ことを実感し、各教科等を学ぶ意味や価値を実感でき

るように計画している。

図３は、子どもが、給食のメニューの中で使用され

た県産食材について、食材の種類ごとに表に整理した

ものである。子どもたちは、第一次で、献立表等をも

とにして、情報を収集していたのだが、「う〜ん。情

報量が多すぎて数えられない！」という状態になって

しまっていた。そこで、どのようにしたら、整理・分

析しやすいか考えさせることで、算数科で学んだこと

を生かし、表にまとめて整理したらよいのではないか

ということに気付いていった。算数科の学びの中で表

を活用する効果を実感していた子どもたちだからこ 図３　情報を表に整理した子どもの表現物
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そ、総合的な学習の時間の学びの中で、得た雑多な情報を整理すると効果的なのではないかということに

気付くことができたと考える。

図３のように整理していくことで、種類ごとにどの県産食材が多く使われているのかについて気付くだけ

でなく、献立表とも照らし合わせながら分析していく子どもの姿が見られた。子どもは、「19 日や 20 日に

県産食材が出ていることが多いな」「今年度は『山口まるごとたべちゃろ献立』だけれど、昨年度は『県産

給食』で、一昨年度は『地産給食』になっているぞ。どうして名前が変わったのだろう。」等というように、

県産食材を多く使っている日に着目し、県産食材を多く使った献立にしている特別給食を実施するのは何ら

かの意図があるのではないかという気付きをもっていった。そして、「献立を決めている栄養教諭の先生に

話を聞きたいな」というように、「食」に携わる人に直接話を聞きたいという思いや願いをもっていった。

このように、子どもたちは、算数科で身に付けてきたことを生かし、「分類する」という考えるための技

法も活用しながら雑多な情報を表に整理することで、さらに「関連付ける」等の考えるための技法を活用し

て分析を行っていき、新たに探究する方向性を見いだすことができている。探究のサイクルを次の段階に進

めるために必要な教師の手立てとなっていた。これは、教師が、教科横断的な視点をもって、単元デザイン

をしている効果であると考える。教師が、他の教科で子どもたちが身に付けてきたことの活用を促し、その

効果を子どもたちにとらえさせる活動を設定することで、子どもは教科を学ぶ意味や価値をより実感し、学

びに向かっていく力も高まっていくと考える。

図４は、ひじきの生産者であり、ニューフィッシャーのゲストティチャーが、「光の海を継ぐ」という題

名でまとめている資料に使われているグラフを分析した子どもの表現物である。ゲストティチャーとの出会

いの場を設定する際に、ゲストティチャーの思いや願い、その思いや願いをもとにどのように光市が置かれ

た現状を把握し、どのようにそれらを分析していったのかということに思いをはせる活動を設定している。

ゲストティチャーが整理したデータを分析することで、「○さんは〜というデータに着目して〜という取組

をされたのではないか」というように「推論する」という考えるための技法を、子どもは活用していく。そ

ういうゲストティチャーの取組の背景にある思いや願い、考えを「推論する」活動を設定することで、子ど

もたちは、ゲストティチャーに寄り添った視点から、光市の置かれた現状をとらえようとしていく。

図４　ゲストティチャーがまとめた資料を分析した表現物
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このように、資質・能力の活用を促しながら、探究のサイクルを回していく単元デザインの中で、子ども

たちは、地域の食文化を守る人々の思いや願い、意志に深くふれる活動を繰り返し、今の自分にできること

を探っていった。

５．成果と課題

大学教員だけでなく、附属同人も交えることで、附属学校や現場に寄り添った研修を行うことができたこ

とが成果である。また、アドバイザーを招聘した研修会をもとにして、カリキュラム・マネジメントの視点、

単元デザインのあり方、深い学びを導くために重要なこと等について、プロジェクトメンバーで共有できた

ことが成果である。具体的には、表 13 のようなことを共有した。

表 13　研修会等を通してプロジェクトメンバーで共有したこと

表 13 の中でも、特に、生活科においては、②の子どもの思いや願いに寄り添いながらねらいを達成する

ための授業者の意図や子どもが創造する活動等を見える化していくことが、公立学校で実践している教員に

とって、授業や単元づくりの悩み解決の手掛かりとなっていくため、より具体化して提案していく必要性があ

る。また、同様に、総合的な学習の時間においても、表 13の⑤の探究課題の見極め方、子どもたちが対象と

深く向き合っていく流れについて、具体的に提案していく必要性がある。附属学校教員として、この２つの

見える化をより具体的に図り、提案していくこと、大学教員は、その提案が本質的になるようにサポートし
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ていくことはもちろんのこと、１単位時間の授業公開の中では参観者に伝わりづらい表 13の②や⑤の部分が

教育現場と共有されていくような研究大会の運営の仕方、広め方等について模索することが今後の研究の方

向性である。

学部・附属共同プロジェクト生活・総合研修会をきっかけとして、日本生活科・総合的な学習教育学会山

口県支部において、土井教諭と志賀教諭の実践発表を行うことにつながり、公立小学校の教員や学生に、研

究大会とは違ったかたちで、附属山口小学校と附属光小学校の実践研究にふれてもらう機会を増やすことが

できたことも成果であると考える。ただ、日本生活科・総合的な学習教育学会山口県支部の研修会には、

現在、生活科・総合的な学習の時間に興味・関心をもっている教員や学生、生活科・総合的な学習の時間の市

教育研究会等での授業研究を控えている教員等が主に参加しており、多くの公立小学校の教師に生活科・総

合的な学習の時間の授業づくりの魅力にふれてもらえたどうかという点では、課題が残る。

おわりに

今後は、生活科と総合的な学習の時間のさらなる魅力や資質・能力を身に付ける深い学びを提供する授業

づくりのポイント等を学生や現職教員に発信するために、研修会の内容や参加者についての検討を行ってい

きたい。また、学生が、附属小学校の優れた生活科と総合的な学習の時間の実践にふれる機会を増やすため

に、学部や教職大学院の講義の内容についても見つめ直したい。

付記

本稿は、共同研究として実施した研修会における協議やそこで用いた資料等に基づき藤上が文章化したも

のである。本稿全体の文責は藤上にある。
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